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。



衆
議
院
議
員
馳
浩
君
提
出
ク
マ
の
大
量
出
没
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

都
道
府
県
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
お
け
る
ク
マ
類
に
よ
る
人
身
被

害
件
数
は
百
四
十
五
件
、
被
害
の
防
止
の
た
め
に
捕
獲
等
さ
れ
た
ク
マ
類
の
頭
数
は
三
千
九
百
五
十
二
頭
、
こ
の
う
ち
殺
処

分
さ
れ
た
ク
マ
類
の
頭
数
は
三
千
四
百
九
十
三
頭
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
四
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
の
間
に
お
け

る
ク
マ
類
の
目
撃
等
の
件
数
は
、
延
べ
約
一
万
八
千
件
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
同
年
一
月
か
ら
同
年
三
月
ま
で
の
間
に
お

け
る
ク
マ
類
の
目
撃
等
の
件
数
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
農
林
業
に
お
け
る
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
暦
年
で
は
な
く
年
度
ご
と
の
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
二
十
二
年
度
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

二
及
び
五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
ク
マ
類
の
大
量
出
没
に
つ
い
て
は
、
森
林
等
の
生
息
環
境
の
変
化
、
過
疎
化
等
に
よ
る
中
山
間
地
域
の

社
会
環
境
の
変
化
、
堅
果
類
の
凶
作
、
狩
猟
者
の
減
少
等
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ク
マ
類
の
出
没
対
策
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
、
集
落
及
び
個
人
の
各
主
体
に
お
い
て
、
個
体
群
の
保
護
管
理
、

一



人
里
に
お
け
る
被
害
防
除
及
び
生
息
地
の
管
理
を
並
行
し
て
進
め
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

ク
マ
類
の
全
国
的
な
生
息
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
生
息
分
布
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
保
全
法
（
昭

和
四
十
七
年
法
律
第
八
十
五
号
）
第
四
条
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
に
よ
れ
ば
、
昭
和
五
十
三
年
か

ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
二
十
五
年
間
に
、
約
一
・
二
倍
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

ク
マ
類
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
個
体
群
で
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
人
里
に
出
没
し
被
害
を
引
き
起
こ
す
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
保
護
管
理
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
七
条
に
基
づ
き
都
道
府

県
知
事
が
定
め
る
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
等
に
基
づ
き
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
ク
マ
類
の
保

護
管
理
が
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

戦
後
、
荒
廃
し
た
国
土
の
復
興
、
建
築
用
材
の
需
要
増
大
等
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ギ
を
始
め
と
す
る
針
葉
樹
を
中
心
と

二



し
た
人
工
林
の
造
成
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
成
果
と
し
て
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
人
工
林
が
本
格
的
に
利
用
可
能
と
な
る
段

階
を
迎
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ら
の
人
工
林
に
つ
い
て
、
資
源
の
循
環
利
用
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
森

林
の
多
面
的
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
間
伐
等
を
始
め
と
す
る
森
林
施
業
を
適
切
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
針
広

混
交
林
化
、
広
葉
樹
林
化
等
多
様
な
森
林
整
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

中
山
間
地
域
の
過
疎
化
等
に
よ
り
、
人
の
手
が
加
わ
ら
な
く
な
っ
た
里
山
や
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
、
ク

マ
類
の
生
息
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三


